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〒108-6319 東京都港区三田3-5-27
住友不動産三田ツインビル西館19階

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

事　業　年　度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基　準　日
　定時株主総会・期末配当 毎年3月31日
　　　　　　　  中間配当 毎年9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
 三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先  〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

　（電話照会先） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

株主メモ

当社ホームページのご案内

会社紹介映像や主要取扱品情報に加
え、IR情報・財務情報などを掲載してい
ます。ぜひご覧下さい。

http://www.elematec.com

住所変更、単元未満株式の買取等のお申し出先について

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出下さい。
なお、証券会社に口座がないため、特別口座を開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出下さい。

未払配当金のお支払いについて

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出下さい。



エレマテックが提供する電子材料などは、

日常の中にある身近な製品や、

輸送機器、産業用ロボット、医療機器といった、

社会をつくるさまざまなモノに使われています。

エレマテックは、あなたの暮らしを

いつもどこかで支えています。

身近なところで活躍する
エレマテック 自動車

 ・ ヘッドランプ用部材  
 ・ ヒーター
 ・ カーナビ用前面板
 ・ バックアイカメラ
 ・ センサー

ゲーム機
・VR用部材
・放熱部材
・ハーネス

IoT家電
 ・ODM

スマートフォン
 ・ガラス
 ・光学フィルム
 ・テープ

ドローン
 ・プロペラ
 ・モーター
 ・カメラ

ロボット
・ロボット本体
・関連システム

ドライブ
レコーダー

※ 他社ブランド製品を設
計～製造まで行うこと。
（当社では製造は外部
へ委託）

医療機器
 ・ 超音波診断装置用サ
ブASSY（アッシー）※
 ・モニター
 ・プローブ

※ 複数のパーツが組み
合わされたユニットの
こと。

・ODM※
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代表取締役会長

加藤 潤
代表取締役社長

横出 彰

中長期の取り組みについて
　当社グループは、「elematec  （クロス）」をスローガン
に掲げ、変革に挑み続けてきました。このスローガンの取り
組みの一つとして、2019年4月に部門機能の向上及び組
織運営の効率化などを目的に組織改定を行いました。環境・
品質保証室を環境・品質保証部、開発部傘下の技術グルー
プを技術部に改称し、増員及び設備拡充を行うことで、付加
価値向上につなげてまいります。

　当社を取り巻く事業環境は急激に変化していますが、この
「elematec  （クロス）」のもと、私たちは次の3つの重点
施策に取り組んでいます。「モジュール化提案強化による付
加価値向上」「非日系顧客へのダイレクトアプローチの推進」
「当社グループ間及び資本業務提携契約を締結している豊
田通商株式会社との戦略共有」を推進し、さらなる事業規模
の拡大を図ります。
　また、スマートフォン市場から需要の拡大が見込まれる自
動車市場へシフトし、自動車向け各種関連部材の販売活動
に一層注力してまいります。

株主還元について
配当性向を40%以上に引き上げ
　当社は、株主の皆様への利益配分を経営の重要課題と位
置づけ、中期的な業績見通しや投資計画に基づくキャッシュ・
フローの状況を勘案し、配当性向（連結）30％の維持を基本
方針としています。これを踏まえ、当期の期末配当金は１株
当たり36円とさせていただき、年間配当金は66円となりま
した。

　なお、今後は利益還元をより一層強化すべく、配当性向
（連結）を40％以上に引き上げることとしました。あわせて、
当社株式の流動性向上及び投資家層拡大を目的に、
2019年6月1日を効力発生日として、普通株式1株につき
2株の割合で株式分割しました。これらに伴い、次期の1株
当たり年間配当金は45円（株式分割を考慮しない金額で
は90円）となる見通しです。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご理解と
ご支援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。

　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、心より厚
く御礼申し上げます。さて、ここに、当社グループの第73期
報告書をお届けいたします。
　このたび、さらなる飛躍を目指して、代表取締役会長に加
藤潤、代表取締役社長に横出彰を選任し、経営体制の一層
の強化を図ることといたしました。

当期の事業環境と決算について
　当期のエレクトロニクス業界は、AIやビッグデータ活用の
ためのデータセンターの増加、IoT関連機器の需要増加、自
動車の電装化比率の拡大により、上期は電子部品などの生
産が堅調な展開となりました。半面、下期は米中貿易摩擦

の激化で中国経済が減速したことから、電子部品などの生
産も低調な結果となりました。また、スマートフォン市場は、
主に中国での普及一巡が影響し、低調に推移しました。
　こうした環境下、当社グループは、自動車向け各種関連
部材の販売に注力しましたが、当期の売上高は減収となりま
した。営業利益も減少した一方、経常利益は為替差損の縮
小などにより増加しました。また、連結子会社から当社への
配当方針を見直したことで将来の配当が増えるため、これ
に対する税金総額を繰延税金負債として計上し、法人税等
調整額が増えた結果、親会社株主に帰属する当期純利益は
減少しました。

株主の皆様へ

今後、需要が見込まれる自動車関連にシフトし、  
さらなる収益力向上と株主還元に努めてまいります。

※ 当社は、2019年６月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式
分割を行いました。2016年度の期首に株式分割が行われたと仮定して、1株当たり
配当金を算定しています。

（円）

40.2

期末
配当金
25円

40.5（％）

10

30.5

1 株当たり配当金※・配当性向の推移

2016 2017 （年度）2019
（予想）

2018

32.5 33

30.4

45

中間
配当金
20円

30.5

配当性向：30%維持　40%以上

2019年6月

 代表取締役会長　 加藤 潤
 代表取締役社長　 横出 彰
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財務ハイライト

2018年度 連結業績

売上高
（百万円）

203,004
183,399196,238 201,000

2016 2017 2018 （年度）2019
（予想）

経常利益
（百万円）

ROE
（%）

5,314
6,1886,085 6,500

1,342

3,364

4,550
82.17

106.88 111.12 9.5

3.0

6.9

8.89.1108.65

32.79

4,376

2016 2017 2018 （年度）2019
（予想）

親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）／
EPS（1株当たり当期純利益）（円）

2016 2017 2018 （年度）2019
（予想）

2016 2017 2018 （年度）2019
（予想）

EPS親会社株主に帰属する当期純利益 特殊要因（P.5参照）を除いた場合の数値

4,4484,448

特殊要因（P.5参照）を除いた場合の数値

※（　 ）は売上高構成比

売上高

1,833億99百万円
営業利益

63億35百万円

売上高 ………………………………………2,010億円
経常利益 ………………………………………… 65億円

営業利益 ………………………………67億50百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 …45億50百万円

マーケット別売上高 スマートフォン市場低迷の影響を受け、Digital Electronics分野の売上が大幅に減少しましたが、従前より
注力している自動車関連部材の販売が好調に推移し、Automotive分野は右肩上がりで拡大しています。
また、医療機器関連部材等をはじめとしたBroad Market分野も順調に拡大し、収益を下支えしています。
2019年度についても、引き続き自動車や医療機器などへの取り組みを強化し、増収を見込んでいます。

当社はASEAN及び欧米への経営資源の重点配分に取り組んでおり、その成果として、その他アジア地域
の当期売上高は中国の売上高を大きく上回りました。2019年度についても、引き続き海外への積極的な
事業展開を行っていきます。

前期比
6.5%減

前期比
2.2%減

・ ・ エレマテックグループ内の配当方針（連結子会社から当社への配当方針）を見直しました。
→ これにより、グループ内の資金を効率的に活用することができます。

背 景

・   ・   上記会計処理は一時的なものであり、当社の収益力低下を意味するものではありません。
・   ・   現時点で現金支出を伴うものではないため、2018年度の期末配当金については
この影響を排除して決定しました。

ポイント

経常利益

61億88百万円

親会社株主に帰属する当期純利益

33億64百万円

前期比
1.7%増

前期比
23.1%減

※ 特殊要因を除くと、
前期比1.7％増

※ 特殊要因を除くと、44億48百万円

海 外 売 上 高

2019年度 連結業績予想
自動車関連部材の販売は着実に伸長しており、今後も成長分野へ積極的に拡販を進めることで、
収益力の向上を目指していきます。

※特殊要因（繰延税金負債の計上）について

税効果会計 ：  当社が将来の配当受取時に納付すると想定される税金総額10億84百万円を
当期の税金費用として計上しました。

会計処理

（百万円）

（百万円）

（年度）

2018

2017

2016 129,30818,785 54,910 203,004

112,12324,966 59,148

90,24026,780 66,379

196,238

183,399

Digital Electronics
（スマートフォン関連等）

Automotive（自動車関連）
Broad Market
（医療・産業機器関連等）

93,42530,060 77,514 201,0002019
（予想）

（年度）

2018

2017

2016 94,560 53,534 47,835 7,074 203,004 （53.4%）

85,979 51,025 51,306 7,926

77,301 42,061 56,096

196,238 （56.2%）

183,399 （57.9%）

日本
中国
その他アジア
その他地域

中国：中国（香港を含む）　その他アジア：韓国、インド、東南アジア等

7,940

2019
（予想）

94,266 43,429 54,992 201,000（53.1%）8,313

※ 2016年度の期首に株式分割が行われたと仮定
し、EPSを算定しています。
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HAメディカル

CASE

連結財務諸表（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。 2019年度の取り組み

連結貸借対照表（要旨）
 （単位：百万円）

期別

科目

前連結会計
年度

（2018年3月31日）

当連結会計
年度

（2019年3月31日）

▼資産の部
流動資産 86,073 90,495
固定資産 5,761 5,172
  有形固定資産 2,363 2,390
  無形固定資産 886 691
  投資その他の資産 2,511 2,090
資産合計 91,835 95,667
▼負債の部
流動負債 43,597 44,291
固定負債 191 1,318
負債合計 43,789 45,610
▼純資産の部
株主資本 47,061 48,992
その他の包括利益累計額 984 1,063
純資産合計 48,046 50,056
負債純資産合計 91,835 95,667

連結損益計算書（要旨）
 （単位：百万円）

期別

科目

前連結会計
年度

（2017年4月1日～
2018年3月31日）

当連結会計
年度

（2018年4月1日～
2019年3月31日）

売上高 196,238 183,399
  売上原価 177,352 165,015
売上総利益 18,886 18,384
  販売費及び一般管理費 12,405 12,048
営業利益 6,480 6,335
営業外収益 180 408
  受取利息 57 97
  その他 122 311
営業外費用 575 556
  支払利息 12 4
  為替差損 533 475
  その他 28 76
経常利益 6,085 6,188
税金等調整前当期純利益 6,087 6,164
法人税等 1,711 2,799
当期純利益 4,376 3,364
親会社株主に帰属する当期純利益 4,376 3,364

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
 （単位：百万円）

期別

科目

前連結会計年度
（2017年4月1日～
2018年3月31日）

当連結会計年度
（2018年4月1日～
2019年3月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,257 1,009
投資活動によるキャッシュ・フロー △51 74
財務活動によるキャッシュ・フロー △3,547 △1,401
現金及び現金同等物に係る換算差額 △46 138
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,611 △179
現金及び現金同等物の期首残高 10,282 25,893
現金及び現金同等物の期末残高 25,893 25,714

　5Gへの切り替えにより、高速通信処理に対応可能な電子部品の搭載数
が飛躍的に増加するため、当社グループのビジネスチャンスはさらに広
がっていきます。CASE化が進む自動車業界については、今後、自動運転
技術の向上がさらに進み、電気自動車へのシフトも想定されています。豊
田通商株式会社と連携し、これまでも注力してきましたが、より一層の需要
増加が見込まれる同分野に対し、さらなる取り組み強化を図っていきます。
　また、成長分野としてIoTも注目されています。家電ばかりでなく、あら
ゆるモノがインターネットにつながることで、これまでになかった新しいビ
ジネスやサービスが生み出されることが予想されています。当社グルー
プは、市場の変化を敏感にキャッチし、新しいモノ作りのパートナーとして
活躍の場を広げていきます。

　近年、業務効率化や人手不足などを背景に、自動化・省力化のニーズ
は急速に高まっています。当社グループもこれらの需要に応えるべく、ロ
ボットやロボット関連システムの取り扱いを拡大しており、成長が見込まれ
る市場を的確に捉え、着実に対応していきます。

5Gサービス開始による自動車市場へのビジネスチャンス拡大と、IoT分野への着手

2019年度の取り組み

「技術グループ」「環境・品質保証室」の機能強化

他社との差別化を図り、エレマテックとしての付加価値を提供する

モジュール提案力の
強化

開発・設計機能
拡充

ロスの削減品質検査体制
強化

「部」に改称 ・・技術グループ      ▶ 技術部
・・環境・品質保証室 ▶ 環境・品質保証部

5G
自動車

IoT関連

自動車の未来をつくる4つのテーマ

CASE → Connected     Autonomous     Sharing     Electric
つながる　　　　 自動運転　　  シェアリング　  電動化

通信機器を活用して電気製品をコントロールするシステム

HA　→　Home　　Automation
住宅 自動化

1

自動化・省力化需要への対応2

技術・品質管理能力の強化を目的に組織改定を実施3

2
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サービスネットワーク（2019年 4月１日現在） 会社概要／株式の状況

会社概要（2019年3月31日現在）

商 号 エレマテック株式会社 
 Elematec Corporation
設 立  1947年4月
本 社  東京都港区三田三丁目５番27号

住友不動産三田ツインビル西館19階 
資本金 2,142,369,800円 
社員数  1,149名（連結）、431名（単体）

大株主（2019年3月31日現在）

株主名 持株数
（株）

出資比率
（％）

豊田通商株式会社 12,002,900 56.74
ビービーエイチ　フオー　フイデリテイ　ロー　 
プライスド ストツク フアンド （プリンシパル
オール セクター サブポートフオリオ）

1,175,600 5.56

エレマテック株式会社 679,302 3.21
エレマテック社員持株会 479,292 2.27
ビービーエイチ フイデリテイ ピユーリタン　 
フイデリテイ シリーズ イントリンシツク
オポチユニテイズ フアンド

400,000 1.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 383,200 1.81
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口) 320,900 1.52

大阪中小企業投資育成株式会社 291,900 1.38
日本生命保険相互会社 270,000 1.28
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口5) 179,900 0.85

役員（2019年6月26日現在）
代 表 取 締 役 会 長 加 藤 　 　 潤
代 表 取 締 役 社 長 横 出 　 　 彰
取締役専務執行役員 鈴 木 　 信 夫
取締役常務執行役員 清 水 　 厚 志
取締役常務執行役員 川 藤 　 　 聖
取 締 役 椿 本 　 光 弘
取 締 役 柿 原 　 安 博
取 締 役（ 社 外 ） 関 　 　 聡 介
取 締 役（ 社 外 ） 前 田 　 辰 巳
常勤監査役（社外） 平 賀 　 幸 一
常 勤 監 査 役 磯 上 　 篤 生
監 査 役（ 社 外 ） 水 上 　 　 洋
監 査 役 志 治 　 芳 弘
常 務 執 行 役 員 北 平 　 雅 則
常 務 執 行 役 員 伊 能 　 　 茂
執 行 役 員 橋 本 　 義 弘
執 行 役 員 田 原 　 　 聡
執 行 役 員 岸 下 　 　 勉
執 行 役 員 深 水 　 正 浩

大連北京

ソウル
天津

蘇州
上海

台北
厦門

合肥

杭州

煙台
青島

成都
長沙

広州

チェンマイ
ハノイ

バンコク シラチャー

ペナン
クアラルンプール

デリー

バンガロール

シンガポール

ジャカルタ

アンヘレス
マニラ

セブ

深圳
珠海 香港

※加工工場は大連・無錫の2拠点です。

プラハ

欧州

サンディエゴ
ヒューストン

レオン

シカゴ

北米・中南米

海外拠点数

40

日本国内
拠点数

23

株式の状況（2019年3月31日現在）

発行可能株式総数 84,000,000株 
発行済株式の総数 21,152,473株
※ 当社は、2019年4月25日開催の取締役会において、2019年6月1日を効力発
生日として、普通株式1株につき2株の割合で株式分割することを決議いたしまし
た。これに伴い、発行可能株式総数は168,000,000株、発行済株式の総数は
42,304,946株となります。

株主総数 2,710名 
議決権総数 204,656個

その他の国内法人
12,345,100株

外国人
3,714,405株

個人・その他
（自己株式を含む）
3,333,788株

金融機関
1,644,600株

金融商品取引業者
114,580株

7.77%

15.76%

17.56% 58.36%

0.54%

所有者別分布状況（2019年3月31日現在）

つながりを広げ、可能性を広げるために。

ホーチミン

無錫

 販売拠点　 　 加工拠点
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